
事業の計画・内容
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1 10万市民の健康を維持する

A

総合評価
事業の執行方法等の変更を行なう。
平成１８年度効率性を重視した結果市民の便利さがなくなった。今後さらに事業の見直しを行い市民に満足
される事業実施を考えていくことが必要である。
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H18（目標）指標設定の考え方

子どもの健康や発達発育に関する保護者の意識の高さを判断す
る
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1歳6ヶ月児及び3歳6ヶ月児健康診査受診率

子どもの健康や発達発育に関する保護者の意識の高さを判断す
る
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事業の目的の成果を測る指標

45

84

1,440

1,606

1

166

○乳幼児相談、家庭訪問等を通じ4ヶ月健診、10ヶ月健診について説明し受診勧奨
○母子健康手帳交付時に妊婦健診について説明を行う
○1歳6ヶ月児健康診査と3歳6ヶ月児健康診査を受付時間をずらして、島ヶ原老人福祉センターで同日実施

母子保健法終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

妊婦
4ヶ月児、10ヶ月児、1歳6ヶ月児、3歳6ヶ月児と保護者

事業名

基本施策

525

伊賀市　事務事業評価シート

心身障害その他疾病及び異常などが早期に発見され、早期治療、適切な
指導を行なうことにより子どもの健康な成長を促進するとともに保護者の
育児不安や妊娠中の不安、ストレス等が予防または軽減される

成果（どうなるのか）

母子健康診査事業

担当部課名 母子保健事業島ヶ原支所　健康福祉課

1,440 1,440

0.2 0.2 0.2

根拠法令・要綱等平成

25 25

1,465 1,465

1,465
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報償費
需用費
委託料
その他

1,606
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36

平成17年度まで市内4ヶ所で1歳6ヶ月児及び3歳6ヶ月児健康診査を実施していたが、事業の効率化を図るため市内2ヶ所で実施することになった。
島ヶ原も会場が伊賀医師会館になり遠くなる。また対象人数も増えるので待ち時間も長くなるが、回数が増えるため早い月齢で受診でき、体調等で
当日受診できなくても翌月に受診できる。健診場所が変わることで、受診者が減少しないよう啓発が必要である。
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国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


